協　議　書

鶴岡市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一団における開発行為に伴う　道路、緑地及び消防施設　　の設置について、都市計画法第３２条の規定に基づき協議した結果、次のとおり定めたので、本書２通を作成し、各自１通を保有する。

令和　　年　　月　　日

鶴岡市長　　皆　川　　治　　　　印
開発者

住所　

氏名　

　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

１　都市計画法第３９条（開発行為等により設置された公共施設の管理）について

　　開発許可を受けた開発行為及び開発行為に関する工事によって設置される公共施設（道路、緑地及び消防施設）は、帰属を受け、市が管理するものとする。
２　都市計画法第４０条（公共施設の用に供する土地の帰属）について

　　開発許可を受けた開発行為及び開発行為に関する工事によって設置される公共施設（道路、緑地及び消防施設）の用に供する土地は、完了公告の翌日から市に帰属する。

３　工事の瑕疵等について

　　工事の瑕疵等により、公共施設の管理に支障をきたす場合は、開発者の責任において改善することとし、その期間は完了公告の翌日から２年とする。

以上
確　約　書
都市計画法に基づく開発行為により新たに設置される下記の公共施設が鶴岡市に帰属するまでの間、開発者が維持保全することを誓約します。
平成２７年　　月　　日

鶴岡市長　榎本政規　様

開発者　住所

氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

記

開発行為に含まれる地域の名称

鶴岡市

新たに設置される公共施設

道路　　　㎡

緑地　　　㎡

消防施設　㎡
以上

